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１．これまでの取り組み 

平成２６年度 氷川参道歩行者専用化検討協議会を設置 

平成２７年度 氷川参道を北・中・南の３区間に分けて検討開始 

       交通実態調査、アンケート調査、交通シミュレーションの実施 等 

平成２８年度 交通シミュレーション結果の検証 

社会実験（実地）の実施：ラバーポールやハンプの設置 等 

平成２９年度 設えの方向性についての検討、歩行者専用化後の交通規制検討 

平成３０年度 設えの検討、歩行者専用化後の懸念事項検討 

令和元年度  中区間の歩行者専用化（平成３１年４月２５日） 

  交通実態調査、生活道路内の交通量増加などへの対応の検討 

       設え工事（中区間南側）の実施 

令和２年度  交通実態調査の実施、設え工事（中区間北側）の実施 

令和３年度  交通実態調査（南側）の実施 

令和４年度  交通実態調査（北側）の実施 

 

２．今後のスケジュールについて 

令和７年度に氷川参道の通過交通対策（歩専化等）の実施を予定している。令和３、４年度に

実施した交通実態調査等の結果をもとに、今年度は交通シミュレーションを実施する。令和６年

度には、社会実験を実施し、歩専化により生じると想定される課題への対策等を検討する予定で

ある。 

 

令和５年度 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和６年度  

 

 

 

 

 令和７年度以降 

 

 

・社会実験の実施に向けた検討について 

・沿線住民・交通管理者との協議調整について 

・社会実験の効果検証 

・通過交通対策等の実施 

・問題発生箇所への対応策の検討                     等 

・交通実態調査/アンケート調査結果報告 

・交通シミュレーションの実施方針 

第 22回協議会(令和 5年 9月) 

・交通シミュレーションの分析結果について 

・交通シミュレーション結果を踏まえた社会実験の実施方針案について 

第 23回協議会(令和 6年 1月頃) 
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３．交通実態調査 

３－１ 交通実態調査について 

本調査は、氷川参道の更なる歩行環境の改善に向け、氷川参道一の鳥居付近が車両通行止めと

なっている状態での周辺の交通実態の把握を目的とした。 

  

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C

【調査日概要】 

調査日：令和５年５月１６日（火） 

天候 ：晴れ 

気温 ：最高27.6℃、最低11.7℃ 

降水量：0mm 

その他：一の鳥居付近にて車両通行止め実施 

車両通行止め 

R5.2.6～R5.5.23 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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〇氷川参道の交通量調査 

①自動車の交通実態を把握  

調 査 地 点 ・氷川参道（北区間、南区間）各１地点 計2地点 

調 査 時 間  7:00-19:00 計12時間 

調 査 項 目 
[通行量調査] 

・対象  ：乗用車類、貨物車類 

調 査 方 法 ・人手による調査 

 

②歩行者・自転車の交通実態を把握  

調 査 地 点 ・氷川参道（北区間、中区間、南区間）各１地点 計3地点 

調 査 時 間  7:00-19:00 計12時間 

調 査 項 目 

[通行量調査] 

・対象  ：歩行者、自転車 

・記録内容：方向 

調 査 方 法 ・人手による調査 

 

〇車両交通実態調査 

①自動車の交通実態を把握 

調 査 地 点 ・南大通東線、中山道、産業道路に囲まれた範囲の交差点 計7箇所 

調 査 時 間  7:30-9:30及び13:00-15:00 計4時間 

調 査 項 目 

[車両方向別調査] 

・対象  ：乗用車類、貨物車類 

・記録内容：方向 

調 査 方 法 ・人手による調査 
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３－２ 氷川参道の交通量調査の結果について 

① 自動車の交通実態 

[通行量の推移（北・南区間）] 

 

 

 

 

 

 

 

①北区間 

 
③南区間 

 
※H27調査時は南区間の調査断面が異なる 

図 自動車交通量調査結果  
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※8:00～9:30の合計値
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7
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R3.10

R4.10

R5.5

南
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間

自動車断面通行量（南区間）
※8:00～9:30の合計値

【①北区間】 ：中区間の歩行者専用規制前の平成27年調査時と比べると自動車通行台

数は半数以下となっており、令和元年以降はほぼ横ばい。 

一の鳥居付近の車両通行止めによる影響はみられない。 

【③南区間】 ：一の鳥居付近の通行止めにより、沿道の居住者に利用が限定されたこと

で通行量が非常に少なくなったと想定される。 

①北区間 

③南区間 
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[時間帯別通行量（北・南区間）] 

 

 

 

 

図 時間帯別自動車交通量調査結果 

  

 

①北区間 

 
※H27年調査時はピーク時のみ調査のため非掲載 

③南区間 

 
※H27調査時は南区間の調査断面が異なる 
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【①北区間】：一の鳥居付近の車両通行止めによる影響はみられない。 

【③南区間】：一の鳥居付近の通行止めにより、沿道の居住者に利用が限定されたことで

通行量が非常に少なくなったと想定される。  

①北区間 

③南区間 
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② 歩行者・自転車の交通実態 

 

 

 

 

 

 

①北区間 

 
②中区間 

 
③南区間 
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【歩行者】：すべての区間において、令和3年調査時に比べ増加傾向であった。 

     一の鳥居付近の車両通行止めの影響は歩行者には少なかったと想定される。 

【自転車】：すべての区間において、令和３年調査時に比べ減少傾向であった。      

①北区間 

②中区間 

③南区間 
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[①北区間] 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 歩行者・自転車通行量調査結果  
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【歩行者】：令和3年調査時は昼の時間帯に落ち込みがみられたが、全ての時間帯で平均

的に利用がみられた。安定的に利用されるようになったことが想定される。 

【自転車】：8時台のピーク時の集中の減少がみられた。一の鳥居付近の車両通行止めに

より、自転車についても回避した可能性が想定される。 

①北区間 
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[②中区間] 

 

 

 

 

 

 

 
※歩行者の H27調査結果については外的要因による異常値と考えられるため除外 

 
 

図 歩行者・自転車通行量調査結果  

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

車両通行止め
R5.2.6～R5.5.23

大宮中央通線

南大通東線

0

50

100

150

200

250

300

歩行者通行量（中区間）

R1.10 R3.10 R4.10 R5.5

0

50

100

150

200

250

自転車通行量（中区間）

H20.10 R1.10 R3.10 R4.10 R5.5

【歩行者】：日中の時間帯において、令和４年調査時に比べ利用が増加傾向であった。買

い物や散策等、沿道利用が定着していると想定される。 

【自転車】：過年度調査と同様に推移している。通勤通学、買い物などによる利用が多い

と推測される。 

②中区間 






